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研究成果の概要： 

本研究課題（平成 18～20 年度）の期間中、２度の海外研修（カリフォルニア大学デーヴィス校、

ハーヴァード大学）を行なったほか、論文 5件、研究発表 6件、編著書 1件、事典（分担執筆）

1 件の成果を得た。さらに、この研究成果の一部から着想された「ソローの愛した子供たちー

ー超絶主義思想と教育改革」が科学研究費基盤研究 C（課題番号 21520262、平成 21～23 年度）

に採択された。 
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  年度  
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１．研究開始当初の背景 

(1)前研究課題「南北戦争前における奴隷解

放運動とコンコードの文学」（課題番号

15520188、平成 15～16 年度）では、19 世紀

中盤マサチューセッツ州で展開された奴隷

解放運動を検証し、ソローやエマソンの文学

との関連を考察した。その際筆者が念頭に置

いたことは、従来アメリカン・ルネッサンス

の文学として神話化されたソローとエマソ

ンの文学を 19 世紀の政治思想との関連にお

いて歴史化し、コンコードの精神風土と知的

交流から産み出された過程を考察すること
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であった。 

 

(2) 本研究課題においても、エマソンとソロ

ーの文学を歴史化しマサチューセッツ州コ

ンコードにおけるコミュニティの文学とし

て捉え直す作業を進めた。特にエマソンとソ

ローの詩学を考察することにより、アメリカ

におけるロマン主義文学の萌芽と超絶主義

思想とのかかわりを検証した。今回特に注目

したのは、ソローにおける「野性の詩学」と

いう問題である。従来、ソローにおける「野

性」の思想は、おもに自然と文明という二項

対立の観点から捉えられてきたが、実際

に”Walking” において展開されたのは、あ

らゆる文化・文明の基盤にある野性という考

え方であり、文学的想像力がそうした自然

（野性）の活力に大きく依拠している事実で

あった。 

 

(3) ソローの「野性の詩学」を受け継ぎ共

有した文学者に、アメリカの現代詩人ゲーリ

ー・スナイダーがいる。さらに、言語におけ

る身体性という観点からすると、メルロ＝ポ

ンティの哲学に、エコロジー思想との関連で

いえば、デーヴィッド・エイブラムの『感覚

の魔術』（The Spell of the Sensuous, 1996）

にも通じる。そうした「野性の詩学」の系譜

について考察を深めるのが本研究課題の目

的である。 

 

 
２．研究の目的 

(1) 本研究の目的は、ヘンリー・ソローにお

ける「野性の詩学」について考察することで

ある。ソローは、エッセイ  「歩行」

（“Walking” ）において、アメリカ文化を

形成する基層としての自然（野性）の意義を

語り、「野性」という概念を中心とした文学

論を展開している。エマソンの観念論と言語

観を受け継ぎながら、それを「野性の詩学」

へと発展させたソローの文学的軌跡を検証

することが本研究課題のねらいである。 

 

(2) 前研究課題につづいて、エマソンとソロ

ーの文学を歴史化しマサチューセッツ州コ

ンコードにおけるコミュニティの文学とし

て捉え直す作業の一環だが、特にエマソンと

ソローの詩学を考察し、超絶主義思想との関

わりを論じる。その意味において、この課題

はソローの詩学の分析を通して、より幅広く

19 世紀中盤のマサチューセッツ州コンコー

ド周辺における文化史を検証することを目

的とする。 

 

(3) ソローの「野性の詩学」に大きな影響を

受けた現代詩人にゲーリー・スナイダーがい

るが、その著書『野性の実践』(The Practice 

of the Wild)を検証することにより、文化活

動の基盤としての自然（野性）という思想に

ついて考察する。自然の多様性と言語・文化

（想像力）の多様性は密接な相関関係にあり、

神話や伝説など、文化の自然発生的な側面を

考察する。 

 
 
３．研究の方法 

(1) 平成 18 年度は、ソローの “Walking” 

を起点として、野性という概念を中心とした

詩学の成立と、その文学および文化史的な意

義について考察したが、その過程で超絶主義

思想やアメリカ文化史関係の書籍を購入し

た。さらに、冬期に 10 日間のスケジュール

でカリフォルニア大学デービス校図書館に

おいて資料収集を行なった。 

  

 (2) 平成 19 年度については、ソローやエマ

ソンらの超絶主義者、およびゲーリー・スナ

イダー関係の貴重な資料を購入したほか、夏



期休暇中に 2週間ハーヴァード大学ワイドナ

ー図書館で研修および資料収集を行なった。

ハーヴァード大学では、特に 19 世紀に出版

されたマサチューセッツ州コンコードに関

する歴史書を閲覧し複写した。また、ハーヴ

ァード大学滞在中に、ソローやエマソンの故

郷コンコードを訪れる機会を得たのも貴重

な体験であった。というのも、本研究課題は

ソローやエマソンの文学を 19 世紀中盤にお

けるコンコード周辺の文化的・宗教的風土に

置き直し「コミュニティの文学」として読む

作業の一環であり、その意味においてコンコ

ードの文化的風土を体感できたことはきわ

めて有意義であった。 

 

(3) 平成 20 年度はソローの言語観について

考察し、言語や哲学に関する書籍を購入した。

また、ソローにおける「野性の詩学」を現代

に受け継いだゲーリー・スナイダーの作品を

考察する過程において、スナイダーの著作集

および研究書籍を購入した。平成 20 年度は

この研究課題の最終年度にあたり、Carl Bode

編  Collected Poems of Henry Thoreau 

(Baltimore: Johns Hopkins UP, 1970) に収

められたソローの詩を精読し、特に一人称の

主語に着目して詩を分類した。 

 

 
４．研究成果 

(1) 平成 18 年度に『シリーズもっと知りた

い名作の世界３「ウォールデン」』（ミネルヴ

ァ書房、2006）を共編著として刊行した。そ

の論集に収めた論文「境界の文学——『ウォー

ルデン』論」において、ソローのエッセ

イ ”Walking” に展開された「野性の詩学」

の原型がソローのニューヨーク在住期間の

日記において書かれた事実を指摘し、ソロー

における自然と文明の「境界」の意義を論じ

た。  

 

(2)平成 19年度日本ソロー学会におけるシン

ポジウム「エマソンの現代的意義」（司会高

梨良夫、講師高橋勤、堀内正規、小沢奈美恵）

において「野性の詩学の系譜学——エマソンか

らゲーリー・スナイダーへ」という研究発表

を行なった。さらに、発表の内容に加筆して

「野性の詩学の系譜学——エマソンからゲー

リー・スナイダーへ」『ヘンリー・ソロー研

究』34 号（日本ソロー学会、pp. 31-40, 2008

年）を発表した。この論文は、エマソンの

Nature(1836) において示唆された原生自然

の文化的な意義という議論を起点として、ソ

ローの”Walking” における野性論、さらに

ソローの野性論の影響を強く受けた現代詩

人ゲーリー・スナイダーの野性をめぐる文化

論やデーヴィッド・エイブラムの The Spell 

of the Sensuous に示唆された想像力のエコ

ロジーという概念について考察したもので

ある。 

 

(3) ソローの自意識と自然の表現という問

題に関して、「自己の詩学——ソローにおける

エゴイズムの諸相」（九州アメリカ文学 55 回

大会、於 琉球大学、2009 年 5 月 9日）とい

う研究発表を行なった。 Carl Bode 編 

Collected Poems of Henry Thoreau 

(Baltimore: Johns Hopkins UP, 1970) に収

められたソローの詩を分析し、特に一人称の

主語の使用をめぐって、ソローの詩における

「経験」の重要性を論じた。ソローにおける

「自己」の意識と自然の描写のリアリティと

の関連について考察した。 

 

(4)マサチューセッツ州コンコード周辺にお

ける文化史研究の一環として、前研究課題に

引き続いて、奴隷解放運動とソローの文学の

関連について考察した。その成果として、「ジ



ョン・ブラウンとコンコードの文人たち」科

研報告書「ジョン・ブラウンの屍を越えて：

南北戦争とその時代」（課題番号 16520171）

pp. 38-63, 2008 年、 「ソローと暴力——ジョ

ン・ブラウン弁護への一考察」『アメリカ文

学研究』No. 45(2009), pp. 1-16 、 また、

口頭発表として、「マサチューセッツにおけ

る奴隷解放運動」九州アメリカ文学会（於 九

州大学、2006 年 5 月 13 日）、「ジョン・ブラ

ウンとコンコード」九州アメリカ文学会シン

ポジウム（於 九州大学、2007 年 5月 13 日）

を行なった。 

 

(5)さらに、マサチューセッツ州の文化史研

究の一環として、超絶主義思想と教育改革運

動についての関連を論じた「ソローの愛した

子供たちーー超絶主義思想と教育改革」日本

英文学会第 80 回大会（於 広島大学、2008 年

5 月 24 日）という研究発表を行ない、プロシ

ーディングズに掲載した。この発表に基づく

研究課題が科学研究費基盤研究 C（課題番号

21520262、平成 21～23 年度）に採択された。

また、ナサニエル・ホーソーンのコンコード

在住経験と超絶主義者の交友を論じた「ホー

ソーンとニューイングランドの作家たち」日

本ホーソーン協会九州支部（於 福岡大学、

2009 年 3 月 28 日）という研究発表を行なっ

た。 
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